
【取組内容①】 「子どもを主語にした個別最適な学び」の実現に向けて

新地町立福田小学校（福島県）【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「児童に身につけさせたい力」
○ 「課題、課程、形態、ツール、空
間、ペース」を自分で決め、学習の
見通しを持って「どう学ぶか」を自
分自身で考え、実践できる力。

「子どもを主語にした学び」の実現に向けて

低学年から、自己決定できる場面を多く
設定し、学びやすい環境を自分自身で考え、
決めながら学習を進められるように取り組
んできた。
児童の感想をみると「自分のペースで進
められるからとてもやりやすい。分からな
いところがあっても友達が教えてくれてス
ムーズに進められて嬉しいです。」といっ
た肯定的な意見が多く見られた。
今後も「どう学ぶか」を児童自身に委ね
ていくことで、「子どもを主語にした」学

びを推進していきたい。

タイピングはまだ難しくても、振り返り
はノートの写真を使って。

２年生

６年生

低学年から「自己決定」できる
場を多く設定し、系統的・継続
的に取り組むことが必要

「どう学ぶか」「自分の状況」を共有。

学習計画は「自分で決める。」

５年生

家庭学習も「子どもを主語」に。

そのためには…

友だちの「学び方」を確認しながら。



【取組内容➁】低学年から系統的に情報活用能力を育成するための「年間計画の活用」

新地町立福田小学校（福島県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

低学年からの系統的な情報活用能力（情
報モラルを含む）の育成を図るために、各
学年毎に年間計画を作成し、活用している。
情報活用能力を４つのスキル（活動スキル、
探究スキル、プログラミング、情報モラ
ル）に分け、教科名・単元名を明記してお
り、学年ごとに確認し、教科横断的な指導
ができるようにしている。毎年各学年で見
直し、新たな実践等を加筆修正することで、
個人の実践にとどまらず、使用した教材等
を学校全体で共有し、次年度以降も持続可
能な形で実践できるようにしている。

今年度追加した実践
6年生【外国語】「My best memory」

新地町内３校の６年生を

つないで小学校での思い出
を互いに発表した。
低学年から継続して情報

活用能力の育成を図ってき
ていることもあり、相手意
識をもち、伝わりやすくな
るように表現を工夫して発
表するだけでなく、受け手
としてどんな態度でコミュ
ニケーションを図っていけ
ばよいかを考えながら活動
を行うことができていた。



【取組内容④】 教員の働き方改革につながる校務DXの推進

新地町立福田小学校（福島県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

会議の資料は「Classroom」 に

職員会議や教育課程編成に関わる資料等、職員全体に関わる要項・
資料は「Classroom」にアップロードすることで、印刷、丁合の手間
がなくなった。また、いつでも端末から内容を確認できるようになり、
利便性が大きく向上した。

全体、個別の連絡は「Chat」 で

個別の連絡は「ダイレクトメッセージ」で

全体への連絡は「教職員ルーム」で

アンケート、行事反省は「forms」 で集約

学校評価等の各種アンケートや、行事の反省の入力、集約に
「forms」を活用した。結果をすぐにスプレッドシートに出力して共
有することができ、集計に関わる時間を大幅に短縮することができた。
紙媒体で行っていた時には、集めた回答の管理にも気をつかう必要が
あったが、その必要がなくなった点も非常に大きく感じている。

「chat」を活用することで、瞬時に連絡事項を共有できるようになっ
た。文字として残るため、あとから見返すことですぐに内容の確認がで
きた。個別の連絡や必要なファイルの転送も「ダイレクトメッセージ」
で送受信することができる点も大変便利であった。

朝の欠席等の連絡にも「forms」を取り入れたことで、朝の電話対
応に時間を取られることがなくなった。連絡は職員室のモニターに表
示され、各担任も教室から端末で欠席連絡をすぐに確認できるように
なったことで登校確認にかかる時間を大きく短縮することができてい
る。本町では児童の健康観察にも「forms」を取り入れており、担任
や養護教諭が気になる回答をしている児童にすぐに声かけを行えるよ
うにしている。

欠席連絡、健康観察にも「forms」 を活用

入力された連絡は職員室のモニターに表示


